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8月の主な活動
	 1日	 第5回青年委員会

	10日	 土曜相談会

	23日	 第10四役会議
	 	 第6回県議会議員懇談会

	29日	 第10回執行委員会

	30日	 第2回役員推薦委員会

	31日	 第18構成組織・第22回地協
	 	 　  女性代表者会議
	 	 第5回女性委員会

民
主
党
に

     

厳
し
い
審
判
下
る

第18回構成組織・第22回地協
女性代表者会議

日　時　2013年８月31日（土）
　　　　11：00～15：00
場　所　長岡市・アトリウム長岡
　　　　　　　　二階「白鳳の間」

青年委員会「サマーフェスティバル2013」
日　時	 2013年９月７日（土）	12：00 岩船港集合
　　　	 　　　　　～８日（日）	15：10 岩船港解散
場　所　粟島浦村・内浦海岸
テーマ　青年・女性組合員が集い、社会貢献を通じて
　　　　チームワークによる一体感の熟成と親睦を深める
内　容　使い捨てカイロを利用した
　　　　　　　藻の再生にとりくもう！（社会貢献活動）
　　　　粟島サイクルラリーなど

ご支援に心より感謝申し上げます

■ 比例代表　組織内候補９人（民主党）は６人が当選！
当　礒崎　哲史（自動車総連）	271,553票
当　浜野　喜史（電力総連）	235,917票
当　相原久美子（自治労）	 235,636票
当　神本美恵子（日教組）	 176,248票
当　吉川　沙織（情報労連）	167,437票
当　石上　俊雄（電機連合）	152,121票
　　川合　孝典（UAゼンセン）	138,830票
　　定光　克之（JP労組）	 120,782票
　　轟木　利治（基幹労連）	103,996票

■ 新潟選挙区

当　かざま直樹　　204,834票

　民主党は、１人選挙区ですべての公認候補が敗れ、改選44議席が
17議席にとどまり、昨年末の衆院選に続いて議席を半分以下に減ら
してしまいました。

　

 

豪
雨
災
害
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

　

七
月
二
八
日
～
三
〇
日
に
か
け
て
の
集
中
豪
雨

は
、
全
国
各
地
で
浸
水
や
土
砂
崩
れ
な
ど
の
被
害

を
も
た
ら
し
ま
し
た
。

　

県
内
で
は
長
岡
市
川
東
地
区
の
一
部
（
乙
吉
、

川
崎
な
ど
）
地
域
に
床
上
・
床
下
浸
水
被
害
が
発

生
し
、
地
域
住
民
か
ら
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
要
請
が
あ

り
、
中
越
地
協
が
長
岡
市
社
会
福
祉
協
議
会
か
ら

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集
を
受
け
ま
し
た
。

　

連
合
新
潟
は
、
中
越
地
協
を
中
心
に
構
成
組
織

や
地
協
に
参
加
を
呼
び
か
け
、
延
べ
八
一
人
の
組

合
員
・
家
族
の
参
加
を
得
て
、
八
月
一
日
か
ら
四

日
ま
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

　

作
業
は
ス
コ
ッ
プ

で
家
の
ま
わ
り
の
泥

だ
し
や
家
財
の
片
付

け
が
主
で
、
や
は
り

人
の
手
が
頼
り
の
作

業
で
し
た
。

　

急
な
呼
び
か
け
に

参
加
い
た
だ
き
、
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

参議院新潟選挙区

＊＊＊＊＊連合新潟　2013春季生活闘争賃金第8回（最終）集計結果（7月12日現在）＊＊＊＊＊
☆調査対象409組合（71,180名）のうち、要求提出報告があったのは305組合（52,314名）。（昨年：391組合（61,345名））
☆そのうち平均方式297組合（48,917名）、個別A方式6組合（3,234名）、B方式2組合（163名）。（昨年：平均方式382組合（56,787名）、
個別A方式8組合（4,498名）、B方式1組合（60名））

☆要求なし18組合（4,647人）。（昨年：7組合（626人））
☆回答・妥結報告があった組合は282組合（56,683名）。（昨年：296組合（61,611名））
☆集計可能な平均賃上げ方式組合の結果は下記のとおりで、「2013額・率」と「2012額・率」すべてのデータがないところは集計対象外。

【平均賃上げ方式　回答・妥結集計結果】

集計組合
2013集計 2012実績 対　　　　比

加重平均 単純平均 加重平均 単純平均 加重平均 単純平均
組合数 人員 金額 率 金額 率 金額 率 金額 率 金額 率 金額 率

計 146 36,582 4,418 1.70 3,445 1.45 4,264 1.65 3,356 1.41 154 0.05 88 0.04

昨年同時期
（同じ組合比較ではない） 161 36,519 4,156 1.63 3,412 1.45

＊＊＊＊＊連合新潟　2013春季生活闘争　一時金第8回（最終）集計結果（7月12日現在）＊＊＊＊＊
☆調査対象409組合（71,180名）のうち、要求提出報告があったのは263組合（48,327名）。（昨年：336組合（62,258名））
☆回答・妥結報告があった組合は、年間108組合（27,239名）、夏季のみ126組合（19,095名）。（昨年：年間113組合（34,502名）、夏季の
み125組合（19,999名））

☆額・月数とも集計可能な組合の結果は以下のとおり。

【一時金年間回答・妥結集計結果】
【額集計】 【月数集計】

集計組合 2013集計 2012実績 対　　　　比 集計組合 2013集計 2012実績 対　　比
加重平均 単純平均 加重平均 単純平均 加重平均 単純平均 加重平均単純平均加重平均単純平均加重平均単純平均

組合数 人員 金額 金額 金額 金額 金額 金額 組合数 人員 月数 月数 月数 月数 月数 月数
計 57 13,928 1,079,996 950,265 1,136,516 995,699 -56,520 -45,434 69 22,887 3.87 3.74 3.89 3.83 -0.03 -0.10

昨年同時期
（同じ組合比較ではない） 52 15,124 1,128,643 990,845 69 21,331 3.70 3.56

【一時金夏季のみ回答・妥結集計結果】
【額集計】 【月数集計】

集計組合 2013集計 2012実績 対　　　　比 集計組合 2013集計 2012実績 対　　比
加重平均 単純平均 加重平均 単純平均 加重平均 単純平均 加重平均単純平均加重平均単純平均加重平均単純平均

組合数 人員 金額 金額 金額 金額 金額 金額 組合数 人員 月数 月数 月数 月数 月数 月数
計 79 12,769 531,648 354,007 510,995 348,053 20,653 5,954 82 14,292 2.02 1.78 1.98 1.75 0.04 0.03

昨年同時期
（同じ組合比較ではない） 78 12,667 478,863 279,204 68 11,708 1.93 1.67

　

第
二
三
回
参
議
院
選
挙
は
七

月
四
日
公
示
・
二
一
日
投
開
票

で
行
わ
れ
、
全
国
的
に
低
い
投

票
率
の
中
（
新
潟
県
は
五
五
・

八
二
％
）、
新
潟
選
挙
区
は
定

員
二
で
戦
わ
れ
、
連
合
新
潟
が

推
薦
し
た
「
か
ざ
ま
直
樹
」
候

補
が
議
席
を
確
保
し
ま
し
た
。

ま
た
比
例
代
表
で
は
連
合
組
織

内
九
人
中
六
人
が
当
選
を
勝
ち

取
り
ま
し
た
。

　

こ
の
当
選
は
、各
構
成
組
織
・

組
合
の
執
行
部
、
地
域
協
議
会

役
員
を
は
じ
め
、
多
く
の
組
合

員
の
皆
さ
ん
の
昼
夜
を
分
か
た

ず
の
尽
力
・
奮
闘
の
結
果
で
す
。

　

と
り
わ
け
「
か
ざ
ま
直
樹
」

候
補
は
、
今
年
一
月
の
連
合
新

潟
執
行
委
員
会
で
推
薦
を
決
定

し
て
以
降
、
各
構
成
組
織
・
組

合
に
お
い
て
も
推
薦
決
定
を
い

た
だ
き
、
四
月
に
は
連
合
新
潟

と
民
主
党
、
立
正
佼
成
会
の
三

者
で
合
同
選
挙
対
策
本
部
を
設

置
し
、
情
報
交
換
と
戦
略
を
練

り
な
が
ら
す
す
め
て
き
ま
し
た
。

　

昨
年
末
の
衆
院
選
で
政
権
を

奪
わ
れ
、
今
参
院
選
で
も
民
主

党
は
苦
し
い
中
で
闘
い
を
す
す

め
て
き
ま
し
た
。
混
迷
す
る
政

治
状
況
、
経
済
状
況
の
中
で
、

連
合
が
民
主
党
を
推
薦
・
支
持

す
る
意
味
と
意
義
を
問
い
直
し

な
が
ら
の
取
り
組
み
で
し
た
。

　

結
果
と
し

て
衆
議
院
に

次
い
で
参
議

院
で
も
自
民

党
単
独
過
半

数
と
な
り
、

今
後
、
安
倍

内
閣
が
す
す

め
る
危
険
な

「
三
本
の
矢
」

の
行
く
末
を

き
ち
ん
と
注

視
し
、
労
働

組
合
と
し
て

の
役
割
を
果

た
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。

　

連
合
は
、
引
き
続
き
、「
働

く
こ
と
を
軸
と
す
る
安
心
社

会
」
の
実
現
に
む
け
て
、
労
働

者
・
生
活
者
の
立
場
に
立
っ
た

政
策
・
制
度
の
要
求
と
取
り
組

み
を
す
す
め
て
い
き
ま
す
。

　

組
合
員
の
皆
さ
ん
の
ご
支

援
・
ご
協
力
に
、
重
ね
て
心
か

ら
御
礼
と
感
謝
を
申
し
上
げ
ま

す
。



やさしい調べが会場に満ちる

親子でアニメを楽しみました

内容量：100ｇ
1050円（税込）
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今
回
の
第
二
三
回

参
議
院
議
員
選
挙
か

ら
ネ
ッ
ト
選
挙
が
解

禁
さ
れ
た
。
各
候
補

も
主
に
ソ
ー
シ
ャ
ル
・

ネ
ッ
ト
ワ
ー
キ
ン
グ
・

サ
ー
ビ
ス（
Ｓ
Ｎ
Ｓ
）

を
駆
使
し
、
情
報
発

信
に
努
め
た
。
だ
が
、
案
の
定
、

世
界
中
の
誰
も
が
閲
覧
し
、
コ

メ
ン
ト
を
残
せ
る
シ
ス
テ
ム
は
、

匿
名
も
し
く
は
偽
名
に
よ
る
悪

意
が
込
め
ら
れ
た
候
補
者
批
判

コ
メ
ン
ト
の
オ
ン
パ
レ
ー
ド
に

な
っ
た
。
中
に
は
も
ち
ろ
ん
応

援
コ
メ
ン
ト
も
多
い
が
、
一
方

的
な
主
張
や
思
い
込
み
、
感
情

的
な
コ
メ
ン
ト
へ
の
対
応
は
ど

の
候
補
者
陣
営
も
頭
を
悩
ま
せ

た
だ
ろ
う
。
た
だ
、
卑
怯
者
が

匿
名
で
ス
ト
レ
ス
発
散
で
き
る

場
に
な
っ
て
は
困
る
の
だ
。�

○Ｔ 土曜相談会 ９月は14日に開催

もう一度食べたい！ この逸品

うちの町のＢ級グルメ
� 番外編

今回は番外編として、連合新潟事務局のお勧めの逸品を紹介します。
　最近、マスコミにもたびたび取り上げられている、つなぐ㈱の商
品です。代表者の相馬理恵さんは、３年前に起業をされ活躍中の若
手経営者です。
　ジュニア野菜ソムリエの資格をもつ相馬さんのイチ＋押しの商品
をご本人からこだわりを含めご紹介をします。
１．商品名
　穂のか菜のか
　【スパイス・ジンジャーシロップ】

２．商品のアピールポイント
　オリジナルブレンドスパイス
の香りが愉しい生姜スライス入
りのジンジャーシロップ。高知
県産黄金生姜を新潟県産餅米の
水飴「米飴」でやさしい甘さに
仕上げています。炭酸割りでジ
ンジャエール、紅茶の甘み、焼酎、ウィスキーにお勧めです。

３．購入方法
　新潟伊勢丹B１F食品売り場ジャムコーナー
＊ホームページあり「スパイスジンジャーシロップ」で検索

男
女
平
等
ト
ッ
プ
リ
ー
ダ
ー
宣
言
④

平
和
集
会
＊
地
協
か
ら
＊

▪
情
報
労
連
新
潟
県
協
議
会

�

議
長　

池
田　

浩
昭

　
「
暮
ら
し
や

す
い
社
会
」
に

は
男
女
平
等
参

画
社
会
の
実
現

は
極
め
て
重
要
な
課
題
で
す
。

　

情
報
労
連
は
、
二
〇
一
三
か

ら
二
〇
一
九
年
度
の
「
第
二
次

男
女
平
等
参
画
推
進
計
画
」
で
、

①
男
女
平
等
参
画
の
必
要
性
を

組
織
全
体
・
組
合
員
一
人
ひ
と

り
に
浸
透
さ
せ
る
、
②
仕
事
と

生
活
が
調
和
し
、
い
き
い
き
と

働
き
続
け
ら
れ
る
風
土
と
環
境

を
作
り
、
職
場
に
お
け
る
女
性

の
活
躍
を
促
進
す
る
、
③
男
女

が
と
も
に
参
加
し
、
行
動
す
る

こ
と
で
、
労
働
組
合
運
動
を
充

実
・
発
展
さ
せ
る
―
の
三
つ
の

運
動
目
標
と
具
体
的
数
値
目
標

を
定
め
、
取
り
組
み
を
展
開
し

て
い
き
ま
す
。

▪
Ｊ
Ｅ
Ｃ
連
合

�

議
長　

石
黒　
　

稔

　
Ｊ
Ｅ
Ｃ
連
合

新
潟
地
方
連
絡

会
は
、
化
学
・

石
油
・
セ
メ
ン

ト
と
い
っ
た
製
造
業
で
、
女
性

組
合
員
の
比
率
は
約
七
％
と
低

い
実
態
で
す
。

　

し
か
し
、
女
性
執
行
委
員
が

活
躍
し
て
い
る
単
組
も
あ
り
ま

す
。

　

女
性
自
ら
が
参
画
し
問
題
を

解
決
し
て
い
く
と
い
う
の
は
ハ

ー
ド
ル
が
高
い
か
も
し
れ
ま
せ

ん
が
、
そ
の
ハ
ー
ド
ル
を
下
げ

る
た
め
の
理
解
と
協
力
、
努
力

が
男
性
側
に
必
要
で
す
。

　

今
後
も
継
続
し
て
女
性
役
員

の
育
成
、
会
議
へ
の
参
加
、
青

年
層
交
流
会
な
ど
進
め
て
い
き

ま
す
。

▪
化
学
総
連

�

執
行
委
員
長　

溝
口　

定
義

　

化
学
総
連
に

お
け
る
女
性
組

合
員
比
率
は
、

五
％
程
度
と
決

し
て
高
く
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
「
男
女
平
等
参
画
」の
実
現
は
、

全
組
合
員
の
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・

バ
ラ
ン
ス
や
次
世
代
育
成
支
援

対
策
を
は
じ
め
、
や
り
が
い
・

働
き
が
い
を
よ
り
感
じ
ら
れ
る

人
事
制
度
へ
の
改
革
実
現
の
た

め
に
も
重
要
な
課
題
で
あ
る
と

考
え
て
い
ま
す
。

　

女
性
だ
け
で
な
く
働
く
仲
間

の
す
べ
て
が
、
働
き
や
す
い
活

気
あ
ふ
れ
る
組
織
で
あ
り
続
け

る
た
め
に
も
、
男
女
平
等
社
会

の
実
現
に
向
け
取
り
組
ん
で
い

き
ま
す
。

▪
紙
パ
連
合

�

支
部
長　

鎌
倉　

真
人

　

今
年
七
月
に

開
催
の
第
三
五

回
定
期
大
会
で
、

紙
パ
連
合
の
重

大
課
題
と
し
て
男
女
平
等
参
画

の
取
り
組
み
を
検
討
す
る
こ
と

と
し
ま
し
た
。

　

今
後
の
組
織
運
営
の
充
実
を

は
か
っ
て
い
く
た
め
に
、
あ
ら

ゆ
る
機
会
で
女
性
参
画
の
必
要

性
を
検
討
し
、
男
女
平
等
参
画

の
推
進
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　

具
体
的
に
は
、
①
職
場
に
お
け

る
男
女
平
等
の
推
進
、
②
働
く
女

性
の
仕
事
と
生
活
の
両
立
支
援
、

③
労
働
組
合
役
員
へ
の
女
性
登

用
の
推
進
―
を
は
か
り
ま
す
。

　

ま
た
、
前
回
か
ら
「
女
性
特

別
代
議
員
」
枠
を
も
う
け
、
大

会
へ
の
女
性
の
参
加
を
積
極
的

に
は
か
っ
て
き
て
い
ま
す
。

　

中
越
地
協
小
千
谷
支
部
は
七

月
一
三
日
、
市
民
学
習
セ
ン
タ

ー
「
楽
集
館
」
に
お
い
て
小
千

谷
地
区
平
和
の
集
い
を
開
催
し

ま
し
た
。

　

広
島
平
和
記
念
館
よ
り
「
ヒ

ロ
シ
マ
・
ナ
ガ
サ
キ
原
爆
写
真

ポ
ス
タ
ー
」
を
借
り
受
け
展
示

し
ま
し
た
。

　

原
爆
被
害
の
実
情
や
現
在
の

れ
ま
し
た
。

　

畠
山
実
行
委
員
長
か
ら
「
集

中
豪
雨
の
た
め
、
初
め
て
体
育

館
で
開
催
す
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
六
八
年
前
の
長
岡
大
空

襲
で
は
一
四
八
四
人
の
尊
い
命

が
奪
わ
れ
、
こ
の
中
に
は
二
八

〇
人
の
児
童
が
含
ま
れ
て
い
ま

し
た
。
悲
惨
な
記
憶
が
薄
れ
る

こ
と
の
な
い
よ
う
こ
れ
か
ら
も

続
け
て
参
り
ま
す
」
と
あ
い
さ

つ
が
あ
り
、
そ
の
後
、
ピ
ア
ノ

　

七
月
三
一
日
、
長
岡
市
表
町

小
学
校
に
て
「
第
一
九
回
平
和

の
森
コ
ン
サ
ー
ト
」
が
開
催
さ

核
兵
器
の
状
況
な
ど
、
写
真
や

図
表
を
用
い
て
分
か
り
や
す
く

説
明
し
た
ポ
ス
タ
ー
で
す
。

　

ま
た
例
年
は
子
供
向
け
の
映

画
鑑
賞
会
で
し
た
が
、
今
年
は
、

幼
児
向
け
ア
ニ
メ
を
上
映
し
、

子
ど
も
二
〇
人
を
含
む
お
よ
そ

一
〇
〇
人
が
、
改
め
て
平
和
の

恒
久
を
願
い
ま
し
た
。

中
越
地
協
小
千
谷
支
部　

関
口

６・７月のホームページ・アンケート結果発表
質問：�アベノミクス（経済政策）効果を実感している。
　「実感していない」と答えた人が多いです。株高、円安で
一部の投資家と大手輸出関連企業は恩恵を受けている一方、
運送業や漁業、エネルギー関連産業などは円安による燃料費
の増大に悲鳴をあげています。あなたの家計はどうですか？
いつまでたっても賃金が上がらずに物価の上昇だけで終わっ
たらどうします？
　８月のHPアンケートは、祭りに関する質問です。
投票お待ちしています。

コ
ン
サ
ー
ト
や
ス
コ
ッ
プ
三
味

線
、
朗
読
コ
ン
サ
ー
ト
な
ど
で
、

参
加
者
約
二
〇
〇
人
が
平
和
を

誓
い
ま
し
た
。中

越
地
協　

丸
山

「1000万連合」
実現に向けて！③

■
介
護
職
種
を
最
重
点
に
取
組
み

Ｕ
Ａ
ゼ
ン
セ
ン
新
潟
県
支
部
支
部
長　

山
阪
光
男

　

二
〇
一
二
年
一
二
月
一
一
日

に
Ｎ
Ｃ
Ｃ
Ｕ
（
日
本
介
護
ク
ラ

フ
ト
ユ
ニ
オ
ン
）
東
日
本
福
祉

経
営
サ
ー
ビ
ス
グ
ル
ー
プ
分
会

が
躍
進
大
会
を
開
催
し
、
ス
タ

ー
ト
し
ま
し
た
。

　

組
合
員
数
は
四
八
九
人
。
Ｎ

Ｃ
Ｃ
Ｕ
と
は
介
護
職
専
門
の
職

種
別
労
働
組
合
で
あ
り
、
ほ
と

ん
ど
の
組
合
が
企
業
別
労
働
組

合
の
日
本
に
あ
っ
て
珍
し
い
形

態
で
す
。
二
〇
〇
〇
年
の
介
護

保
険
の
施
行
に
あ
わ
せ
、
Ｕ
Ａ

ゼ
ン
セ
ン
（
当
時
は
Ｕ
Ｉ
ゼ
ン

セ
ン
同
盟
）
は
介
護
職
専
門
の

労
働
組
合
と
し
て
Ｎ
Ｃ
Ｃ
Ｕ
を

結
成
し
ま
し
た
。

　

現
在
は
約
五
〇
の
企
業
、
六

万
人
の
組
合
員
が
全
国
に
い
ま

す
。
介
護
職
は
不
安
定
な
雇
用

と
厳
し
い
労
働
条
件
の
中
、
高

齢
化
が
進
む
我
が
国
に
あ
っ
て

重
要
な
仕
事
を
担
っ
て
い
ま
す
。

Ｕ
Ａ
ゼ
ン
セ
ン
新
潟
県
支
部
は
、

介
護
職
種
を
最
重
点
の
組
織
拡

大
対
象
業
種
に
位
置
づ
け
組
織

拡
大
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

　

東
日
本
福
祉
経
営
サ
ー
ビ
ス

は
新
潟
市
江
南
区
に
本
社
を
置

く
地
場
企
業
で
、
事
業
所
は
介

護
付
き
有
料
老
人
ホ
ー
ム
「
ハ

ー
ト
フ
ル
ケ
ア
」
な
ど
、
県
内

二
〇
カ
所
、
県
外
一
五
カ
所
で

す
。
組
織
化
を
進
め
て
い
く
中

で
、
働
く
者
の
雇
用
と
労
働
条

件
を
守
り
な
が
ら
、
会
社
の
発

展
を
め
ざ
す
労
働
組
合
で
あ
る

こ
と
を
経
営
側
に
粘
り
強
く
訴

え
ま
し
た
。

　

躍
進
大
会
に
は
五
十
嵐
社
長

に
も
出
席
い
た
だ
き
、
温
か
い

祝
辞
を
頂
戴
し
ま
し
た
。

　

介
護
に
関
す
る
ご
用
命
が
あ

り
ま
し
た
ら
、
Ｕ
Ａ
ゼ
ン
セ
ン

新
潟
県
支
部
ま
で
ご
連
絡
下
さ

い
。
東
日
本
福
祉
経
営
サ
ー
ビ

ス
他
加
盟
の
介
護
業
種
企
業
を

紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

新潟労福協企画「友好の旅」

お問い合わせはコープトラベルセンターへ
025-245-4110


